
発3学年音米科学善指導案
日 時  平 成15年 10月 1日 (水)5校 時
場 所  宮 吉市立津軽石中学校 音 楽室 【

生!徒  同 校 3年 A担

(男子17名  女 子 12名  計 29名 )
指導者  同 校 教 諭  時  枝  和  香

|:1壼霧密lf造編曾テもせぇど♪|       _
f あrt題材についゼ| `      1 1

Pいては年間計画に基づき指導しているが、その申で
がうみんなでひとっの音楽をつくり上げる喜びを味わ
bせるために、文化察に行われている技内合rlsコラク
こ取り組ませようと本題材を設定した。この道材にお
『歌詞の内容や曲想を味わい、由にふさわしぶ歌唱表
)ということは、歌詞の内容や由想を感覚的、直感的

】ことらえる段階から進んでt自分がなぜこういライメージや感情をもったのかという根拠を、歎詞や由の
うか守ことである。そして、それを表現に生かすため
じた発声により、美しい言葉の表現を工夫して歌うこ

旨魯塾亀鮭冒姦義

華魯魯雷昌岳畳岳岳轡]萱言雪彗畳官畳骨畳魯表そ
置とた躍雲曇分経五喬垂騒音誘そ亀矛十密石員桑穂ぢ乱尋屯援皆警露暫督こ黒馨督言F邑岩蛋督袋盈暮暑
軍奮晃塗養宏翼整4組PI唱キャ1通ャ下

↓1予そ=手子
°       ~ !

!1沓冠許督追罷寿gギこ畳な話だ編言遜獣星獲潔歩:予墨摺尊重墨ふ督屋S定畠氏岳詳景漫鼻暑営操啓≧
言忌京塔忌峯塗こご岳霊冒宮ここ量兵督整廷畳夜蟹唇
予曇塁隷磐互看害と琶重禄為た最げヱ淳モ語塞畢香房
多ヽ tとの出の音域は無理なく出すことができると思

筈警亀極喬言録冨懇憲曇督習墨属富壇晏尋象霞匿ば琶香雪糧後を釜:ぞ負暑ダ`
パ~卜
守
習時に発声練

く`量挙炉墨椙唇霊墨ど事がかりに歌めイ京キ与をどらえさせたい。次に初めの部分A、Bで歌詞の内容や
曲の構崩などについて詳しく学習する。そしてそれを表現する方法として発声や発音など表現の技能につ
いて教師主導で指導する。その他の段おにういてはA・ Bの 部分で学習したことを生かして出をつくって
いく。曲の完成にあたっては歌詞の内容からイメージするほかに、旋律の流れや作出者が意図してつけた
強弱記号、速度記号なども手がかり峰ヽせたい。生徒に考えさせることと教師が教えることを明確にして

短時間ではあるが細得のいく取り担みをさせたぃ。また、本題材での学習で学んだことを手がかりにして、

雪皆摺ちよ琴言堤番苦香譜岳舞ま号懲青暮衰習SE↓i盲雪縁花」底系宮ここ替督岳亨喜後ど:蛋是!ゝ
それだけにとどまらず、これからの生活の中で音楽に親しんでいくひとつのきっかけとなることを期待し
ている。
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3｀題材の目標               1

・尋墨富た碁昌重者を養嘉試F雷短景雪岳し吊繁襲壇妻号
学言二:系畢警阜餡 母雪啓古ェ英)

・歌詞の内容や的想を理解し、曲に京さゎi'ほ表現で合唱するととができる。(表現の技能)

4字
亨
霊竪所賞審晋車惹と茎経し、自分あオメ

ージ車感情を持うて合唱することに意欲的である。

イ 自 分のイダ上ジら程拠を転詞や品の仕組みのギ :            【
関心 i意欲・態度】

ヨに見つけることに意欲的である。【関心・意欲・醐
ウ
'自
分が持づたィメージの根拠と歌詞や出の仕組みの中に見つけている。

1【
音楽的な感受や表現の土夫】

雰 宮2お局覇騒寓多少整すi野析祭貫P豊崖フ 霊蓋糞麒 馴 鋼 !の
工
呑
】

1【
音楽的な感受や表現の工夫】

力。ことばあ卸ヴ、アクセント、づメム、華感、濁音、平濁書などの美しい歌唱表現をする技能を身に
付けている。【表現の装能】       ,        … ′
キ 音 と晋とめかかゎり合い、形式などの働きを理解して自分の旋律を歌うことができる。

夕              【 表現の技能】

曇堅留曇富蓋層2皆安子垂鮪基重:纂黒雷盛5賢『 ふ督君遣季と督蓄孫誓習老。【表現の技能】
ク

ヶ

5 指 導計画
t(本
時8/12)     ｀ 1

対するイメージをつかませる。(評価規準 ア )
C、自分の声部を正しく歌うようにする。(規準 キ)
曲に対するイメージをつかませる。(親準 ア,イ)
を王しく歌うようにする。(規準 キ,ク)
し、曲想を考えて合唱するようにする。

・    ′          !(規 準 ウ ,工,オ,力!キ,ク)‐
第6茨 (1時 間)生 徒指捧者、伴秦者とともに 『きくら』『聞こえる』をつくり上げるぢ

6｀本時の指導
f          ,      !        す

  (規 準力,キ,ク,ケ)

a)本時の目標ず、    1_ジ を持っもを表現するととがでとる。数詞の声味や旋律の流れを理坪して、自分?イ

(2)本 時の評価 !

評価親準B(観 点)1 評価場面 (方法): Aの 具体的状況例 Cへ の手だて (支援)

・平和や自由を願つて
いる歌詞であることを

理解L/、その場面をイ
メ■ジL/て表現を考え

ることができる。

当唇雲黒ぷ塚危警責啓
ことができる。(音楽
的な感受や表現の工
夫)    !t

。ことばを明確に発音
し、強弱などの表情を

つけて歌うことができ

る。(表現の技能)

R認題の追求(1)歌
詢軌 葎の山場につ
いて考える場面
(生徒の記述 l発表)

課ヽ題の追求 (3)旋

律の山場を意識じそ
合唱す 場 面 教 師

の観剣 .

i歌詞のどこから平和への

原いが感じられるかを指摘
することができる。場面を

具体的にイメ▼ジし言葉で
表現することができると

1旋律の出場を強弱記号だ

擦百盈S啓習置纂審雪習升

1旋律の流れを感じながら

山場を意識して歌ってい

るも表晴ギ態度にもそれが
表れている。

。「優しい感じ」とか 「静かな

感じ」等という漠然としたイ
メージを抱いている生徒には

具体的な言葉を提示してそれ

が何を意味しているかを考え
させると  ,     1
・旋律の山場がわからない生

徒には、強弱記号の意味を確

認しながらどこが強くなって
いるかを考えさせる。 ′

。指揮に注目させ、指揮の指
示によつて発音のタイミング
や表現の付け方などを支援す
る。
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( 3 )展 ′開    、

学書内容・*生徒の反応等 !指導上の留意点、◇評価、◆支援 ※ 資料等

導

　

　

入

１
　

　

却
分

1、既習曲の歌唱 i  く
0「 さくら」を合唱する。
・
舞律がど?パ

ートにあるか意識fしそ歌うす、・歌詞を明瞭に歌ぃt他の声部との重なりを
意識して歌う。    i  l

そt予  合 造手る。 1■
(2)課 題を把握すると       ′

・歌ち前に姿勢の確認をし、意識させる。
・主旋律の声部に分かれる部分では言葉をかけ意識
させる。
1音は不安定な所は教師が

一緒に歌うs

・最初の合唱では音を正しく歌うことを意識させ【
るも        '
。前回の何人反省をもとに合rlBリ

ーダーで話し合っ｀
た謀題を提示する。

的に込められだ意味を理解し、それが聴いている人に伝わるように感情を込めて

晨

開

おう,

]、課題め追求             ,

も罪2艶g麦審葛覇護考える。・
キ子和を願う人々 の様子ど表している。

どポ督圭黎整        亀畠を喜ん
でいる。    す

、留督審塁習者魯替∃文ち守年
の出がどこに

。この部分がユニゾンになつているのはなぜ
だろう。

キ心に訴えるように静かに始まりたいから
キ言葉をはうきりと伝えたいから

:登終3置呂拷暑憲旨ぼ歌吾花督貫十i軽呂占
ヽ
か 。   1   ｀

      1

ざ一春強く歌うところはどこだろう。
*歎詞の内容から願つているのは 『歌』だか
ら 「歌を歌をください」の部分だろう。
*「ひろばをうめた」からだんだん音が高く
なつて、「聞こえる歌を」の部分の音が一

番高くなっている。ィ
*[聞 こえる」力ゝらクレツシェンドして 「歌
を」でフォルテになっている。     フ

・最初にかいた曲のイメージについて発表させた上

で、この歌が作られた年代とその時の世界情勢を態
まえ考えさせる。 X年 表

・歌詞をかいた模造紙を準備し、ポイントをまとめ

て提示する。 X歌 詞の模造紙

・歌詞を表現するために出がどのように作られてい°
るかを考えさせる。
■まずコの部分がユニゾンであること?意味につ
:いて考えさせ、出だしの歌い方を工夫させる。

,実際に歌い、考えたことを自分なりに表現させる。

・`旋律の出がどこにあるか歌詞の内容や旋律の流
れ、強轟記号などから考えさせる。
・聞こえるからクレッシェンドしていき1回目の
「歌を」に思いが込められることを確認する。ま

た、2回 目の 「歌を」
rについてもその表現を考え

させる
。実際た歌って旋律の流れを感じさせる。
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◆旋律の山場がわからない生徒には、強弱記号の意

味を確認しながらどこが強くなっているかを考えさ

4、 本時のまとめ

(1)学習し■こ|をもとに、国の部分を致う6

(2)今 日の学習の成果i
:る。    ・
・練習の記録に記入し、

5、 次回の確認

次時の課題をまとめ

‐尭表する。

・指揮者、合唱リーダーは歌わずに聴き、感想を発

表する3
・細かい部分を意識するのではなく、自分のイメー

ジを持ち、指揮に注目して旋律の流れを感じるよう
に歌わせたい。

・各パ‐トリーダーに発表させる。
“
 4  :

・この出には様々な要素が取り入れられており、全

てを完璧に表現することは困難なことであるが、今

日学習したことを手がかりに、これからみんなで由

をつくり上げていくことを伝え、次国からの意欲に
つなげる。

３５
分

(2)表 現方法の練習をする  r

Oポイントとなるとと|ば「`鐘:KANE」「鳩
:HAT01'「講衆 :GUド酎冗も」「聞こえる :,
画匹OERU」 「歌 :wA」 を聞き手

｀
に訴え

るように表現するち        :
'それぞれ?言葉の子音とき音について確認
する。 :

.重喜縁髪喜通喜十準乗空下審喜雇昌影を確
!i3軽督:軽言慾轟推2r芸1経
、○場面を者メージしながら、旋律の山場を意
識して合唱する。―  li′    i

・フレーズを確認する。  1    フ
十

・吉主を伝えるうもりで表現する。~・
強義を事に音の夫小とじてお、なく内面か
らくる強弱としても感じて表現する。

(阜) 最`後のハミ才夢に込あられた意味を考え
表現をェ夫する。      ぅ  ・  ′
・テスート、スタッカ丁卜の意味を確認し、
「Hu市」の表現を考える。
幹あまり弾むように歌う部分ではない
章心の中に詩りかけるように歌

!う
!‐

。ことばに込められた意味を表現するには、こと
ばを正しく伝えなければならないことから、発音や
発声の技術を習得する必要性を感じさせたい。

。ことばを大切に表現するための技術的なことにつ
↓:てヽは教師が教える。     1
。ことばは母音と子音からできており、歌詞をはっ
きり伝えるには子音を前に出して発音すること、ま
た、母音あ発音のためには正しい日形か必要である
ことを意識させる。

i※
鏡

キーつ一つの言葉をはっきり歌うことを意識させる
がそれによってフレ

ーズがとぎれる1ととのないよ
う、自然な旋律の流れがら出の出場を感覚的にとら
えることを大切に,したい。    '

◇諭 2    t
。ことばを明確に発音し、強弱などの表情をつけて
歌っていゃ.【表現の技能】
◆自分自身で表現できない生徒には、指揮に注目
させ指持の指示によつて発吉めタィミングや表現の

場面を支援する。i

。それぞれの段落に移る部分では、「Hu口」「ルルル」
「ラララ」等が使われていてそれぞれが出を表現す
ることに大切な役割を某たしている。この 「HuBl」
の場合はどんな気持ちを込めて、歌ったらよいか、

記号を手がかりに実際に歌いながら考えていきた
V とヽ
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(4)板 書計画        、
~

ｌ

ω

ω

ｌ

曲に込められた意味を理解し、それが聴いてい
る人に伝わるように感情を込つて歌おう。

*年 表

い

・

よ

テヌー ト

スタッカユト

A

鏡が鳴る  鳩 が飛び立つ ヽ

広場をラめた 群衆の叫びが

聞こえる 歌 を 歌 をください

Hurn Hum Hum


